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17200­XGS ­K1S0 S2000 AIR BOX  


            

取 付 ・ 取 扱 説 明 書 
 

この度は、無限製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。

取り付け前には、本書をよく読み、ご理解の上、正しくお取り付けください。

取り付け後は、本書を必ずお客様にお渡しください。 
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１. 開梱後は、ただちに梱包内容（構成部品表を参照）の不足や破損のない事を確認してください。 

  ２. 取り付け前に取付車両の型式の確認を行ってください。 

            ［適応車種］    Ｓ２０００  ＡＰ１－１００～ 

                                         ＡＰ２－１００～ 

  ３．純正パーツの取り付け・取り外しは、サービスマニュアルに従って、作業を行ってください。 

  ４．エアクリーナー取り付け時には、吸気系に異物が入らないように注意して作業を行ってください。 

  ５．本製品の加工、組み付け不良、誤使用による不具合・事故等については、弊社は一切責任を 

   負いませんのでご了承ください。 

 

     ご不明な点がございましたら下記までご連絡ください。  

          〒３５１－８５８６ 埼玉県朝霞市膝折町２－１５－１１ 

                         株式会社 Ｍ－ＴＥＣ  商品事業部 営業1課 

                                         【営業時間 10:00～17:00(土日・祝日除く)】 

                                 TEL.０４８－４６２－３１３１ FAX.０４８－４６２－３１２１ 

 １.取り付け作業は、エンジンが完全に冷えている状態で行ってください。 

 ２.外気吸入孔口が水没するような異常天候下では、エンジンを破損する恐れがありますので、 

   注意してください。 

 ３.フィルターのメンテナンスについては、別紙の資料を参照してください。               

   また、メンテナンス用品として、次のものを別売りしています。 

品 名 品 番 

交換用フィルター 17220-XGS -0000 

フィルターメンテナンスＫＩＴ 90000-YZO -5000-99 

 

４.定期的にボルト・ナット類のゆるみ、ガタ等を点検し、取付状態を点検してください。 

ご注意 

お客様へ 
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【構成部品表】 
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【必要工具】



・ラチェットレンチ，メガネレンチ(10mm) ・トルクレンチ ・六角レンチ(5mm)  

   ・＋ －ドライバー ・ニッパ，ラジオペンチ ・電気ドリルφ3.2 

   ・エアソー ・ベルトサンダー ・ディスクサンダー ・グラインダー 

    ・ホワイトガソリン ・ガムテープ ・マスキングテープ ・タッチアップペイント 

 

№ PARTS NAME QTY. 

① エアボックス １ 

② エア ファンネル １ 

③ エア フィルター １ 

④ バンド １ 

⑤ スプリング １ 

⑥ センサーステー １ 

⑦ エアボックスステー １ 

⑧ タッピングスクリュ 4×12 ４ 

⑨ ワッシャボルトＭ6×14 ４ 

⑩ ソケットボルトＭ5×10 ３ 

⑪ フランジボルトＭ6×12 ２ 

⑫ クランプ ２ 

⑬ ラバー １ 

⑭ タイラップ ２ 

⑮ ゴムカバー １ 

⑯ 両面テープ １ 

⑰ ステーＡ １ 

⑱ ステーＢ １ 

⑲ ステッカー １ 

   

 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑬

     

⑭ ⑮ ⑯ ⑫ 

⑱

     

⑲ ⑰ 
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Ⅰ．純正部品の取外             Ⅱ．取付準備 

①エアクリーナーカバーを外す。 

②エレメント・バイパスコントロール・ホース類を

取り外す。 

   ※インテークマニホールド内にゴミ等が入らぬように 

     エアフローチューブにウエス等をつめること。 

③エアクリーナーケースを取り外す。 

   (エアクリーナーケースステーも外す。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ボンネットを取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ボンネット向かって左先端の内側をカットする。 

  ※ボンネット塗装面を傷つけないように注意して作業するこ

と。 

   ※カットする際、周りに傷等をつけないよう、ガムテープ等 

でマスキングをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バイパスコントロール エアクリーナーカバー 

エアクリーナー 

ケース 

 

エレメント 

エアフローチューブ 

フロントアッパー 

クロスメンバー 

エアクリーナーケースステー 

ボンネット 

ボンネット 

カット部分 

AP2には有りません 
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③カットすると、   部分のリブが残ってしまう

ので、ボンネットに傷が付かないようガムテープ

等を貼り付け、２回に分けて切り取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⓐグラインダーでリブ（点線部）を切る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓑベルトンで点線部辺りを切る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⓒカットの後、カット部をタッチアップペイントで 

      タッチアップし、ガムテープをはがす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ボンネットを取り外しと逆の手順で取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤フロントアッパークロスメンバーにエアボックス 

ステーを図の位置に据え付け、穴位置をマーキン 

グする。 

⑥マーキング位置にドリルでφ3.2の穴を開ける。  

⑦エアボックスステーをタッピングスクリュ4×12  

で取り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧エアボックス底面をホワイトガソリンで脱脂洗浄

しラバーを貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボンネット 

エアボックス下面 

脱脂洗浄部分 

ラバー貼り付け面 

ラバー 

エアボックス 

断面 

ドリルφ3.2 

マーキング 
タッピングスクリュ 

４×１２ 

φ８穴 

エアボックスステー

＾ フロントアッパークロスメンバー 

車
体
前
方 

ワッシャボルト

(再使用) 

Ｍ6×16 

締付けﾄﾙｸ 

9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 



グラインダー

ベルトサンダー

ガムテープ 

切り取ったボンネット裏部 

ガムテープ 

ガムテープ 

リブ 

リブ 
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⑨両面テープを10cmづつの長さに切り、ゴムカバー   

の内側全面に貼り付け、車体に貼り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





⑩ロックAssy,ボンネットを取り外す。 

⑪ステーＡをワッシャボルトで仮止めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：無限製 フロント エアロ バンパ装着車は 

以下の作業は不要です。 

 

 

 

 

⑫ボルトおよびスクリュを外し、フロントバンパの

ホイール アーチ部を引き出し、フロントバンパ

を取り外す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬エアボックスを取り付ける前に、プレート，エアー

ガイドの斜線部をカットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑭取り外しと逆の手順でフロントバンパを取り付け

る。 

 

Ⅲ．エアボックス取り付け 

①エアーガイドプレートを後方に押しながら、 

エアーボックスを横方向より差し込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ロックAssy,ボンネットを元の位置に戻し、 

ステーＢと共にワッシャボルト（再使用）で仮止め

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

両面テープ 

ゴムカバー 

断面 

短い 

長い 

車体前方 

両面テープ 

ステーＡ 

ワッシャボルト(再使用) 

Ｍ6×16 

締付けﾄﾙｸ 9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 

ロックAssy,ボンネット 

エアーインテーク 

ﾌﾛﾝﾄ ﾊﾞﾝﾊﾟ ﾋﾞｰﾑ 

ｱﾌﾞｿｰﾊﾞ 

6×1.0mm 

ﾄﾙｸ 9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 

 

6×1.0mm 

ﾄﾙｸ 9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 

 

ﾌｯｸ 
ﾌｯｸ 

ｲﾝﾅ 

ﾌｪﾝﾀﾞ 

ﾌﾛﾝﾄ ｱﾝﾀﾞ ｶﾊﾞｰ 

ﾌﾛﾝﾄ ﾊﾞﾝﾊﾟ 

ﾌﾛﾝﾄ ﾊﾞﾝﾊﾟ 

ｱｯﾊﾟ ｽﾁﾌﾅ 

カット部分 

プレート， 

エアーガイド 

車
体
前
方 

エアーガイドプレート(黒色プラスチック) 

ステーＢ 

ワッシャボルト(再使用) 

Ｍ6×16 

締付けﾄﾙｸ 9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 


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③フランジボルトＭ6×12で仮止めする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④エアボックスをエアボックスステーに 

ワッシャボルトＭ6×14で仮止めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤各部のボルト類を本締めする。 

⑥エアフローチューブ内のウエス等を取り去り、 

ファンネルをエアフローチューブにさし込み、 

 スプリングで固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦エアボックスにエアフィルターをさし込み、 

エアファンネルをはめ込む。 

⑧エアボックス・エアフィルタ・エアファンネルを 

 合わせ、バンドで仮止めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フランジボルト 
Ｍ6×12 
締付けﾄﾙｸ 9.8N･m 
{1.0Kgf･m} 

フランジボルト 
Ｍ6×12 
締付けﾄﾙｸ 9.8N･m 
{1.0Kgf･m} 

ワッシャボルト 

Ｍ6×14 

締付けﾄﾙｸ 

9.8N･m 

{1.0Kgf･m} 

車体センターより 

○82mm 

 92mm 

に合わせる 

エアボックスステー 

エアボックス下面 

スプリング 

エアフローチューブ 

ファンネル 

バンド 

エアフィルター 

エアボックス 

ファンネル 

車体前方 

ボルトをとめている台座 

の先端どうしの幅が８mm 

になるまでしめる 

ファンネルのステー取付穴のセンター

が地面と水平になるように取り付ける 

断面 
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＊AP2の場合⑨～⑪の作業は不要です。 

⑨バイパスコントロールにステーをソケットボル

トＭ5×10で取り付ける。 

⑩ファンネルにバイパスコントロールの付いた 

   ステーをソケットボルトＭ5×10で仮止めする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ステーにクランプを取り付け､チューブを固定す

る｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ホースとセンサーハーネスをタイラップでエア

フローチューブとバキュームタンクに固定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬各部のボルト類を本締めする。 

 

⑭ステッカー貼り付け面をホワイトガソリンで脱脂 

洗浄し、テッカーを貼り付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑮各部のネジ・ボルト類にゆるみ等がない事を再度 

確認する。 

 

⑯取り外した純正部品は、大切に保管する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



















ステッカー貼り付け面 

フランジ部 
フランジ終着点を

基準とする 

バイパスコントロール 

センターステー 
ソケットボルト 

Ｍ5×10 

締付けﾄﾙｸ 8.0N･m 

{0.8Kgf･m} 

クランプ 

バキュームタンクCOMPへ 

タイラップ 

タイラップ 

(右側面図) 



エアボックス 

(上面図) バンド 

センサーハーネス エアーフローチューブ

バキュームタンク（AP2にはないです） 
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







S2000 AIR BOX  

                                                           

使 用 上 の 注 意（重 要） 
 

           ＊ご使用になる前に必ずお読み下さい。 

                         【 ご 注 意 】 
本製品は、外気吸入効果を高めるために設計、製作されており、純正品に対して 

取り扱いに注意を要する部分があります。以下の点をよくご理解の上、取付作業をし、 

ご使用ください。 

 

 

 

 

 

◆１５ｃｍ以上の深い水たまりは絶対に走行しないで下さい。 

  深い水たまりや冠水状態の中を走ると、外気吸入孔（ダクト）より水が入り、エンジンが水 

  分を吸い込み、突然故障したり停止します。台風や豪雨などで、ダクトが水没するような異 

  常天候下での走行時は、特にご注意下さい。 

  車高の下がっている車両は、ダクト部分の地上高も下がるため、特にご注意下さい。 

 ◆フロントバンパーに穴開け加工したり、外気導入できる開口部の大きいエアロバンパーなど 

  に交換すると、ダクトから水を吸い込みやすくなる恐れがあるためご注意下さい。 

 

深い水たまりは絶対に走らないこと！ 

 

 

 

 

エンジン内部に水が入るとエンジン停止など故障の原因になります。製品は万全を期して 

 おりますが、エアボックスから水を吸い込まないよう、下記の場合は特に注意して運転し 

 て下さい。 

         


